
明治三十六四月二十日

も

の
㌧
如
し
否
白
歯
に
眉
毛
あ
る
を
大

に
笑

ふ
風
あ
ゐ

ラ46
別
に
有
害
な
ム
と
の
意
向
な
し

X47
な
し

(　

り

　

48
剃
眉
は
必
ず

一
子
を
畢
げ
喪
る
後
な
ム
モ
ロ
親
あ
る
婦
入
を
尤

(
の
み
て
剃
る
な
う
五
ク
月
目
に
帯
締
の
式
あ
ウ
産
婆
及
び
親
類

相
集
ゐ
赤
飯
等
の
饗
鷹
を
な
す

ラ49
避
遽
の
漁
浦
完
全
な
る
一
の
器
具
を
備
ふ
る
も
の
は
殆
ん
ど
稀

(
な
う
先
づ
ハ
ン
ゾ
ウ
位
な
う
其
形
状
は
同
し

ラ50
0
×51
時
潮
に
戚
染
す
る
も
の
と
認
む
上
流
者
を
眞
似
る
に
止
ま
る
な

(
ち
ん

ラ52
0
×53
居
村
は
農
商
漁
の
難
居
な
う
漁
農
家
は
依
然
奮
慣
を
守
め
て
浬

(
歯
す
商
家
の
十
中
三
四
は
染
歯
せ
ざ
る
が
如
く
併
し
今
三
十
才

以
上
の
婦
人
は
総
て
染
め
居
る
な
う

○
大
阪
の
人
類
館

松

村

瞭

今
回
大
阪
に
博
覧
會
が
開
設
せ
ら
れ
泥
に
就
て
、
そ
の
鯨
興
の

一

と
し
て
學
術
人
類
館
な
る
も
の
が
設
け
ら
れ
π
事

は
、
既

に
諸
君

の
知
ら

る
＼
所
と
思
ふ
。
坪
井
理
學
博
士
に
も
其

の
畢
を
賛
戒
せ

ら

る
、
事

と
な
つ
て
、
人
類
學
敷
室
よ
ム
は
、
種

々
の
土
俗
品
を

出
陳
し
並
に
同
博
士
の
立
案
に
成
る
人
種
地
圖
を
も
邊
る
事
と
な

つ
だ
o
予
は
同
博
士
の
命

に
よ
り
同
館
出
陳
の
土

俗
品
等
を
整
理

す

る
爲
め
、
大
阪

に
赴
く
事
と
な

つ
禿
o
所
が
思

ひ
掛
け
ず
、
永

く
滞
在
す
る
事
と
な
つ
て
、
三
週
間
も
居

つ
π
故

、
人
類
館
に
就

て
凱
察
す
る
事
も
少
く
な

か
つ
カ
o
依

て
此
庭
に
は
人
類
館
に
就

て
見
尤
所
の
概
暑
を
述
べ
よ
う
と
思
ふ
o

先
づ
人
類
館
を
這
入
る
と
陳
列
き
れ
て
あ

る
も

の
は
諸
種
族
の
爲

眞
で
あ

る
o
今

此
を
分
類
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ

る
o

ア
イ

ヌ

九
枚

琉
球
人

四
枚

峯
轡
生
蕃

二
枚

ア
ジ
ア
住
民

三
枚

マ
レ
ー
諸
島
住
民

三
枚

南
洋
諸
島
住
民

五
枚

ア
ウ

ス
ト
ラ
リ
ア
入
六
枚

ア
フ
リ
カ
佳
民

十

一
枚

此
等
の
爲
眞
中
ア
イ

ヌ
、
琉
球
、
峯
湾
を
除
く
外

は
、
悉
く

ハ
ッ

チ
ン
ソ
ン
氏
外
二
名
の
合
著
『
現
存
の
人
種
』
(日
器

目
言
ロ
αq
爵
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。酔
臼
嘗
匡
巳

)
と
題
す
る
書
の
挿
圖
を
、
長
さ

U
尺
六
七
寸
、幅

一

尺

一
二
寸

に
引
き
延
ば
し
尤
も
の
で
あ
る
、
此
は
除
程
好

い
思
付

と
思
ふ
、
然
し
此
等
の
爲
眞

は
專
問
學
者

の
撰
出
し
π
も

の
で
な

い
か
ら
、
兎
角
異
標
の
風
を
な
し
、
野
蟹
氣
に
見
ゆ
る
も
の
、
み

多
く
、
全
世
界

に
行
き
渡
ら
な

い
で
、
欧
洲
人
、

ア
メ
リ
カ
人

ジ

ペ
リ
ア
人
等

の
絶
無
な
る
が
如
き
は
、
甚
だ
遺
憾
と
す
る
所
で
あ

る
o

次
は
各
種

族
の
佳
居
で
あ

る
が
、
今

日
そ
の
内

に
生
活
し
つ
＼
あ

る
者
を
、
種
族

別
に
す
れ
ば
次
の
通
わ
o

ア
イ
ヌ

七
名
(内
女
二
名
)

琉
球
人

二
名
(女
)

生
蕃
岬
樹
鰍

一
名
(
女
)

熟
蕃

二
名
(男
)

藁
轡
土
人

二
名
(
男
女
)

マ
レ
ー
人

二
名
(男
)

ジ
ヤ
ヴ

ァ
人

一
名
(
男
)

印
度
人

七
名
(訥
徹
)

ト
ル

コ
人

一
名
(
男
)

ザ

ン
ヂ

バ
ル
島
人

一
名
(
男
)

此
等

の
外

に
曾

て
朝
鮮
人
の
女

二
名
居
つ
た
の
で
あ
る
が
、
或
事

情

の
疫
め
今
日
で
は
解
催
し
て
し
ま
う
π
o
而
し

て
彼
等
は
彼
等

固
有
の
家

屋
に
住
せ
る
と
云

ふ
趣
向
で
、
共
家
屋

の
構
造
は
幾
分

か
は
固
有

の
風
に
近

い
が
、
未
だ
吾
人
を
し
て
満
足
き
す
る
鐸
に

は
行
か
な

い
o
然
し
ア
イ

ヌ
の
家
屋
は
遙

々
北

海
道
か
ら

一
つ
の

ア
イ
ヌ
小
握
を
取
釦
崩
し
て
蓮
搬
し
來

つ
て
造

た
の
で
あ
る
か
ら

諸
種
族
の
家
屋
中
最
も
眞

に
近

い
方
で
あ
る
o

上
記
し
た
諸
種
族
中
、

ア
フ
リ
カ
の
ザ

ン
ヂ
バ

ル
島

の
者
は
、
吾

人

の
眼
に
は
、
珍
し

い
方
で
あ
る
、
彼
に
其
の
何
庭

の
人
な
ろ
か

を
問
ふ
と

、
ア
ラ
ピ
ア
人
と
答
ふ
る
け
れ
ど
も

、
彼

の
縮
み
完
る

頭
髪
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
色
の
皮
膚
、
幅
廣
き
鼻

、
厚

い
唇
、
h顔

の

平
ら
で
廣

い
所
は
、

ニ
グ

ロ
に
類
似
し
て
居
る
事
を
、
蔽
ふ
事
の

出
來

ぬ
読
櫨
物
で
あ
る
、
予
は
ザ

ン
ヂ

バ
ル
附

近

に
佳
す
る
種
族

の
名
を
数
多
畢
げ
て
問
ふ
π
所
、

ス
ア
ヒ
リ
種

族
と
の
事
を
も
答

ヘ
カ
。
其
庭
で
予
は
、
ア
ラ
ビ
ヤ
人
と

ス
ァ
ヒ
リ
種
族
と

の
雑
種

子
で
あ
ら

ふ
と
考

へ
尤
、
然
か
も
彼
の

昌
グ

ロ
(廣
義
に
於
け
る
)

に
近

い
髄
質
を
有
す

る
所

よ

り
考

ふ
る
と

、
恐

く
は
数
代
前
彼

の
親
π
る
者
が

ア
ラ
ビ
ア
人
で
あ

つ
た
の
で
あ
ら

ふ
o
人
腫

の
事

を
記
し
力
書
二
三
を
見

穴
所
、
ザ

ン
ヂ
、バ
ル
附
近

に
は
、
曾

て
ア

ラ
ビ
ア
人
の
勢
力
を
得
て
居
尤
事
著
し
く
、
從
て

ス
ア
ヒ
リ
極
族

と
の
難
婚
も
多
く
、
其
の
難
婚
に
依
て
生
じ
禿
る
子
孫
は
彼
等
薗

身

に
は
、
ア
ラ
ビ
ア
人
と
稽
し
て
居
る
と
の
記
事

も
あ
つ
尤
o
此

○
大
阪
の
入
類
館

二
九
〇



明治三十六年四月二十日

れ
に
依
る

と
人
類
館
の
ザ

ン
ヂ

パ
ル
島
人
が
ア
ラ
ピ
ア
人
と
答
ふ

る
も
同
理

で
あ

る
。
然
し
彼
は
純
粋

ニ
グ

ロ
で
は
な
く
、
類
似

轟

グ
ロ
で
あ

ら
ふ
、
予
は
彼
の
頭

の
最
大
長
及
び
最
大
廣
を
測
定
し
、

其
の
指
示

撒
を
求
め
だ
斯
、
七
六
、
五

を
得
π
o

又

マ
レ
ー
入
コ甲
日
、
皿英
、
佛
、

ス
ペ
イ

ン
、

マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
馨
}

の
諸
國
語
を
話
す
も
の
が
あ
る
o

つ
ま
り
印
度
人
、

ト
ル
コ
人
等

の
通
辮
を

し
て
居
る
の
で
あ
る
o
彼
も
彼
自
身
に
は
印
度
人

と
言

ふ
て
居
る
が
彼

も
決
し
て
純
粒
の
印
度

人
で
な

い
と
言
ふ
皐
は
、

頭
髪
の
黒
く
直
な
る
と
、
鼻

の
高
か
ら
ざ
る
と
、
顔
形
等
に
依

て

知
る
事
が
出
來
る
、
予
が
最
初
に
問
ふ
泥
塒
に
は
、
印
度
人
と
答

へ
控
が
、
ど
う
も
受
取
う
兼
澱
る
の
で
詳
し
く
聞

い
だ
所
、
父
は

印
度
人
母
は

マ
レ
ー
人
と
の
事
を
自
状

し
だ
o
故
に
彼
も
雑
種
子

で
あ

つ
て
上
記
の
性
質
は

マ
レ
ー
的
で
あ
る
が
、
彼
れ

の
マ
レ
ー

入
と
し
て
は
、
比
較
的
、
ひ
げ
の
多

い
所
は
、
印
度
入
の
性
質
を

逡
傳
し
た

黙
と
思
は
れ
る
、
尚
七
名
の
印
度
人
中
に
も
恐
く
は
雑

種
子
な
ら

ん
と
思
は
る
男
が

一
名
居
る
此
は
詳
し
く
調
ぶ
る
暇
が

な
か

っ
た
。

斯
の
様
に
親
察
し
來
π
る
と
中

々
面
白

い
も
の
で
あ
る
、
故
に
彼

.等
の
言
ふ
所
を
其
儘
信
ず
る
と
、
大
な
る
誤
を

生
ず
る
か
ら
會
員

諸
君
に
し
て
若
し
人
類
館
御
見
物

の
節
は
充
分

の
御
注
意
あ
ら
ん

事
を
希
望
す
る
の
で
あ
る
c

積
榔
子
の
實
を
嗜
好
物
と
し
て
噛
む
の
風
は

マ
レ
ー
諸
島

シ
ヤ
ム

等

に
行
は
れ
る
が
、
人
類
館
に
居
る
印
度
人
も

男
女
共
に
之
を
嗜

む
の
風
が
あ
る
o
近
頃
本
誌
第
二
百
二
號

に
、

シ
ヤ
ム
入
の
横
榔

子

の
實
を
噛
む
事
を
書

い
だ
が
、
其

の
風
は
ま

あ
、
あ
れ
と
同
様

で
あ
る
、
予
の
實
見
し
カ
所
を
記
す
と
、
桜
榔

子
の
實

(
ヤ
レ
ー

語
で

は
H、言
き
σq
)
を
石
製

の
狙
に
載
せ
、
長
さ

一
尺
直
裡
二
寸
五

分
程

の
九
き

石
棒
で
、
好

い
加
減
に
砕
き
、
其

の

一
片
を
先
づ
ロ

中
に
投
じ
、
同
時
巽

テ
ル
、
ベ
ッ
バ
ァ
主

言
ふ
植
物
(膜
魏

瞼
勘
櫟
識
)
の
葉

へ
石
灰
を
指
に
て
塗
う
、
此
を
簡
輩
に
雀
い
尤
も

の
を
ロ
に
投
じ
、
桜
榔
子

の
實
と
共
に
ク
チ
ヤ
く

と
噛
み
、
暫

時
に
し
て
赤
色
の
汁
を
吐
出
す
の
で
あ
る
。
故
に
彼
等
の
舌
は
常

に
赤
色
を
呈
し
て
居
る
。
斯
る
風
は
我
々
日
本
人
に
取
て
は
飴
程

面
白
く
威
ず
る
所
で
あ
る
、
印
度
人
は
常
に
溝
着
が
習
慣
で
あ
る

露
め
、
日
本
へ
來
て
ブ
ル
〈

振

へ
な
が
ら
も
矢
張
ム
薄
着
で
あ

る
o
此
れ
風
習
の
然
ら
し
む
る
所
で
あ
ら
ふ
。
其
の
他
諸
種
族
に

O
大
阪
の
人
類
館

二
九

一
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就
て
面
白
き
事
を
も
観
察
し
た
が
此
庭
に
は
略
し
て
畳
う
o

次
の
室
に
は
坪
井
理
學
博
士
の
立
案
大
野
雲
外
氏
の
書
に
成
る
縦

一
間
牛
・、
横
二
間
半
の
世
界
地
圖
を
四
十
五
度
の
傾
斜
に
張
釦
、

其
の
上
に
影
色
せ
る
六
七
寸
の
切
抜
人
形
を
立
て
拠
も
の
で
、
其

の
種
族
は
世
界
中
よ
わ
主
要
な
る
も
の
五
十
通
う
を
選
出
き
れ
尤

も
の
で
、
圭
に
男
女

一
劉
づ
＼
で
あ
る
、

一
度
此
を
見
れ
ば
、
世

界
の
如
何
な
る
地
方
に
は
如
何
な
る
種
族
分
布
す
る
か
、
甲
地
と

乙
地
と
の
種
族
は
容
貌
風
俗
等
が
如
何
に
違
ふ
か
、
將
た
人
類
に

は
禮
質
風
俗
の
異
る
者
が
概
ね
幾
通
り
あ
る
か
等
の
皐
を
知
り
得

て
、
敷
育
上
頗
る
有
盆
の
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
は
土
俗
品
の
陳
列
室
で
、
主
に
入
類
學
敷
室
貸
附
の
品
が
大
部

分
を
占
め
て
居
る
、
此
を
地
方
別
に
す
れ
ば
次
の
通
う
、

北
海
道
(
ア
イ
ヌ
)

」朝
鮮

壷
灘
(生
蕃
)

ビ
ル
マ
、

印
度
、

ペ
ル
シ
ヤ
、

マ
レ
ー
諸
島

南
洋
諸
島

ア
ウ
ス
ト
ラ
リ
ア
、

北
ア
メ
リ
カ

右
等
の
外
に
祀
部
土
器
も
数
個
出
陳
さ
れ
て
あ
る
。

人
類
館
な
る
も
の
が
日
本
に
設
立
せ
ら
れ
尤
の
は
、
・今
回
を
以
て

噛
矢
と
な
す
の
で
あ
る
、
日
本
人
に
は
物
新
し
い
爲
め
か
種
々
の

批
評
も
あ
る
機
で
あ
る
、
實
際
其
の
規
摸
も
小
く
、
集
め
ら
れ
尤

諸
種
族
も
日
本
版
圖
内
或
は
比
較
的
多
く
吾
人
の
眼
に
鯛
る
、
所

の
種
族
で
其
他

一
般
の
設
備
も
不
完
全
左
る
を
免
れ
な
い
が
、
私

立
で
然
か
も
短
日
月
間
の
事
業
と
し
て
は
恕
す
べ
き
所
も
あ
る
、

兎
に
角
今
回
人
類
館
が
世
人
に
與
ふ
る
利
盆
は
少

く

な
い
と

思

ふ
、
吾
人
は
幾
分
な
う
と
も
世
人
に
人
類
學
的
の
思
想
を
授
く
る

事
が
來
れ
ば
満
足
す
る
の
で
あ
る

○
北
海
道
渡
島
國
森
村
級

見
の
石
器
時
代
遺
物
(懸
首
圖
謬
照
)

村

岡

格

渡
島
國
茅
部
郡
森
村
大
字
森
字
柳
原
で
得
禿
石
器
時
代
遣
物
を
珈

か
報
告
い
尤
し
ま
寸
是
は
昨
三
十
五
年
十
二
月
上
旬
よ
ウ
當
森
村

ウ
ワ
ダ
イ

の
上
壷
と
申
す
所

へ
公
立
森
尋
常
高
等
小
學
校
を
新
築
せ
ん
と
て

從
來
柳
原
市
街
よ
う
南
方
に
進
で
坂
道
あ
う
此
庭
前
面
火
山
潜
を

隔
て
後
方
羊
蹄
山
を
直
親
し
右
方
は
駒
ヶ
嶽
を
望
み
左
方
は
蓮
山

波
濤
の
如
く
彌
風
光
縦
ひ
ま
、
な
る
佳
境
と
し
て
校
含
の
敷
地
を

○
北
海
道
渡
島
國
森
村
登
見
の
石
器
時
代
遺
物

二
九
二


